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The role of students who have studied in Japan 
at Beijing University during the period of Japanese occupation : 
Focusing on Qian Daosun and Zhou Zuoren 
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【表2】日本統治下「国立北京大学」 
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【図1】「北京大学総長銭稲孫氏の日本文学の講義」 
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めた。また日本占領後の「国立北京大学」で文学院が1939年に設置されると、周作人の招き
で英文系主任になり、中華人民共和国成立後の北京大学においても日本語専攻教授になった
という。詳細は経志江「中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授－徐祖正」（『日
本経大論集』42巻1号、2012年）を参照のこと。 
50 木山前掲書、p.57。 
51 木山前掲書、p.59。 
52 木山前掲書、p.60。 
53 『想像の共同体』p.266。アンダーソンは旧国家システムの例として、役人・情報提供者・
ファイル・公文書・法律・財務記録・人口統計・地図・条約・通信・覚書を挙げ、社会主義
国家が「国民国家」として王朝国家を継承することを以下のように論じている。社会主義革
命に成功した指導部は旧帝国の皇帝権力が置かれたクレムリンや紫禁城といった宮殿とい
う「配電システム」を相続し、旧君主と王朝国家を社会主義国という国民国家に強引に溶接
する。清朝から中華人民共和国に至るまで、臨時政府や華北政務委員会を含めて、こうした
「配電システム」を継承し続けている。 
54 木山前掲書、p.62。 
55 木山前掲書、p.64。 
56 外務省文化事業部『北支文化機関調査書』（1937年）p.157。 
57 鄒前掲書pp.188-189。 
58 鄒前掲書、pp.190-193。 
59 呉前傾論文、p.96。 
60 呉前傾論文、p.97。なお、北京近代科学図書館の設立と山室三良の働きについては、山根幸
夫『東方文化事業の歴史 昭和前期における日中文化交流』（汲古書院、2005年）第5章を参
照のこと。 
61 『北支文化機関調査書』pp.121-122。 
62 『北支文化機関調査書』p.123。 
63 鄒前掲書、p.89。 
 
[付記] 
本研究はJSPS科研費（課題番号：17K14009）の助成を受けたものである。 
